
日医標準レセプトソフト　Version 4.1.0 Version4.1.0に対する修正プログラム提供内容

２１　診療行為
番号 管理番号 問い合わせ（不具合）及び改善内容 対　　応　　内　　容 備　考

１ ncp20080218-017

 
＜システムパッケージリリース情報　機能操作説明　version4.1.0＞より
１：P22悪性腫瘍特異物質管理料について
 　.130指導料　と診区を入力してから、悪性～と入力し検索かけるとお
かしな動きをします。
　.130指導料　と診区を入力せずに、悪性～と入力するとP22にあるよう
な正常の動きをします

悪性腫瘍特異物質治療管理料を入力時に検査を選択して
コメントとする時、.130 が宣言してあった場合、検査がコメン
トに変換されませんでした。さらに、検査一覧が続けて表示
されていました。正しくコメントに変換するように修正しまし
た。

H20.2.26

２ support20080220-003

先日4.0.0(etch)→4.1.0(etch)にバージョンアップしました。
4.1.0にバージョンアップ後、ORCA起動時一人目の患者さんの初診料や
再診料等の項目が自動算定されなくなりました。ただし、もう一度受付に
戻って診察にうつると、ちゃんと以前どうりに自動算定されます。二人目
以降は特に問題ありません。最初の一人目の診察１回目だけの現象の
ようです。データスキームチェックは、バージョンアップ前後とも問題はあ
りませんでした。またｌｏｇにもエラーはありませんでした。御考慮よろしく
お願いします。

診療行為画面の当日の初回表示を受付画面から患者を選
択して行った時、診察料の自動発生をしませんでしたので自
動発生するように修正しました。

H20.2.26

ORCA Project 1 Copyright(C) 2008 Japan Medical Association. All rights reserved.



日医標準レセプトソフト　Version 4.1.0 Version4.1.0に対する修正プログラム提供内容

４２　明細書
番号 管理番号 問い合わせ（不具合）及び改善内容 対　　応　　内　　容 備　考

１ ncp20080218-017

 
＜システムパッケージリリース情報　機能操作説明　version4.1.0＞より
２：P120公害保険について
　例えば、昭和42年１月1日生の人でも公害レセプトには　昭和20年生
と記載されています。

公害レセプトの生年月日の変換に誤りがあり、記載する年
が間違っていました。正しく内容を記載するように修正しまし
た。

H20.2.26

２ support20080216-001

バージョン4.1.0になり、レセ特記事項が独自プログラムでなく、マスター
上で編集可能となりました。当院では今まで、サイト上で公表されていた
サンプルプログラムSR1301をカスタマイズして使用していました。そこで
質問があります。
１：日レセ4.1.0ではサンプルプログラム　SR1301.CBLをインストールした
ままで正常に作動するのでしょうか。

システム管理「2006 特記事項編集情報」で摘要欄下段コメ
ントを設定したときにレセプトカスタマイズプログラムも使用
していると、設定したコメントが記載されない場合がありまし
た。
レセプトカスタマイズプログラムの有無に関わらず、設定さ
れたコメントを記載するように修正しました。

H20.2.26

３ support20070619-027

レセ電提出で返戻対象となりました件で至急ご対応願います。
東京都の７９公費+１２公費のレセプトです。食事療養費の不備・記載漏
れで返戻になっています。返戻付せんを添付させていただきます。ご確
認下さい。
東京都支払基金に確認した所標準負担額の記載がなければ返戻対象
に今後もしますとの事でした。
レセ電フォーマットには標準負担額の項目がないのであれば紙で提出し
てくださいとも言われています。紙提出は現実運用では無理です。

７９（障害児施設）＋１２（生活保護）（主保険なし）に関わる
入院レセプト食事療養費欄記載とレセ電食事標準負担額記
録の修正
＜入院レセプト＞
　７９の食事療養上限額設定が０円でない場合、７９の食事
療養費欄が”０”記載となっていましたが、食事療養に係る回
数、請求円、標準負担額を記載するようにしました。
＜レセ電＞
　食事標準負担額の記録を行うようにしました。
　＜レセ電記録例＞
　　SI,97,5,197000110,3,1920,29
　　SI, ,5,197000810,3,780,29　　←食事標準負担額の記録

H20.2.26

４

短期滞在手術基本料２（１泊２日入院）の入院翌日（退院日）について
入院料未算定であっても入院基本料等加算、食事療養費について算定
を行えるようにしましたが、月末入院、翌日１日退院の場合、退院月に
該当するレセプト電算提出用データに入院基本料等加算、食事療養費
のデータが記録されない不具合がありましたので修正しました。

H20.2.26
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日医標準レセプトソフト　Version 4.1.0 Version4.1.0に対する修正プログラム提供内容

１０１　システム管理
番号 管理番号 問い合わせ（不具合）及び改善内容 対　　応　　内　　容 備　考

１ request20080216-001

Ver.4.1.0にてシステム管理「2006 レセプト特記事項編集情報」でレセプト
摘要欄へのコメントの設定を行うことが可能となりました。
福岡県の場合、下段コメントが右端詰め（右寄せ）のものがあります。
http://www.orca.med.or.jp/receipt/tec/chihoukouhi/p40/2004-09-30-
fukuoka.pdf
コメント前にスペースを入れると文字が印字されないようですので、ス
ペースの挿入または右寄せを可能としていただけないでしょうか。

システム管理「2006レセプト特記事項編集情報」のコメント入
力時に半角空白を全角空白に変換していないため、レセプ
ト記載できませでした。変換するように修正しました。

H20.2.26
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日医標準レセプトソフト　Version 4.1.0 Version4.1.0に対する修正プログラム提供内容

帳票
番号 管理番号 問い合わせ（不具合）及び改善内容 対　　応　　内　　容 備　考

１

薬剤情報提供書「お薬情報」でプログラムオプションテーブルにオプショ
ンデータが存在しない場合のデフォルト動作に誤りがありましたので修
正しました。
※マスタ更新をしてオプションデータが適用されていれば問題はありま
せん。

H20.2.26
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